
国
土
交
通
省
の
地
震

防
災
推
進
会
議
は
、
住

宅
・
建
築
物
の
耐
震
化

に
つ
い
て
の
提
言
を
ま

と
め
ま
し
た
。

現
在
、
約
四
七
〇
〇

万
戸
あ
る
住
宅
の
う
ち
、

八
一
年
以
前
に
建
て
ら

れ
た
耐
震
性
の
不
十
分

な
住
宅
は
約
一
一
五
〇

万
戸
（
約
二
五
％
）
。

こ
れ
ま
で
の
五
年
間

で
耐
震
改
修
が
行
わ
れ

た
の
は
約
三
二
万
戸
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
中
央
防

災
会
議
の
推
定
で
は
、

東
海
地
震
に
お
け
る
死

者
は
九
二
〇
〇
人
、
東

南
海･

東
海
地
震
で
一
万

七
八
〇
〇
人
、
首
都
直

下
地
震
で
一
万
三
〇
〇

〇
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
半
減
さ
せ
る
た

め
、
一
〇
年
後
に
は
耐

震
化
住
宅
を
九
割
に
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
。

特
定
建
築
物
に
つ
い

て
も
耐
震
化
率
は
七
五

％
で
、
耐
震
性
が
確
保

さ
れ
て
い
な
い
も
の
が

約
九
万
棟
あ
り
、
約
三

万
棟
の
改
修
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
推
進
会
議

は
、
耐
震
対
策
推
進
に

向
け
、
専
門
家
・
事
業

者
対
象
の
講
習
会
を
開

催
し
、
耐
震
診
断･

改
修

の
方
法
や
支
援
制
度
の

理
解
を
図
り
、
受
講
者

を
登
録
・
紹
介
す
る
制

度
が
必
要
と
の
提
言
を

行
っ
て
い
ま
す
。

の
劣
る
可
能
性
の
あ
る

住
宅
で
す
。
耐
震
化
率

を
一
〇
年
間
で
九
割
に

す
る
に
は
、
年
間
に
二

万
数
千
戸
の
建
替
・
耐

震
改
修
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
す
。
県
は
年
間

増
加
数
に
相
当
す
る
二

万
五
千
戸
（
年
）
を
目

標
に
耐
震
診
断
を
実
施

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
建
築
防
災
協
会

｢

わ
が
家
の
耐
震
チ
ェ
ッ

ク
プ
ロ
グ
ラ
ム｣

に
よ
る

簡
易
診
断
に
よ
る
も
の

で
、
自
治
体
で
一
万
五

千
戸
、
建
築
士
会
・
建

築
士
事
務
所
協
会
な
ど

民
間
で
一
万
戸
の
耐
震

診
断
を
行
う
と
し
て
い

ま
す
。
自
治
体
と
民
間

団
体
が
大
き
く
動
き
出

す
こ
と
に
な
れ
ば
、
耐

震
診
断
や
耐
震
補
強
工

事
の
需
要
も
大
き
く
な

り
ま
す
。
仕
事
確
保
に

は
、
耐
震
診
断
と
補
強

工
事
技
術
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
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埼玉土建

住まいのネットワーク

第４号

05年11月1日

「耐震診断と補強方法」講習会

「木造住宅の耐震診断と補強方法」の講習会を開催します。

埼玉県が、｢わが家の耐震チェックプログラム｣による簡易

耐震診断をすすめるとしていることから、一般耐震診断、

耐震補強方法に加え、耐震診断プログラムの活用学習も行

います。受講対象者は、建築士と大工さんです。各支部で

耐震診断と補強工事の受け皿組織ができるよう、誘い合わ

せてご参加下さい。

日程：7月31日（日）午前10時～午後5時

規模：100人 費用：無料

会場：埼玉土建技術研修センター

｢

地
震
防
災
推
進
会
議｣

で
住
宅
耐
震
化
の
目
標

が
提
案
さ
れ
た
こ
と
を

う
け
、
埼
玉
県
は
「
住

宅
の
耐
震
化
率
の
向
上

に
つ
い
て
」(

案)

を
発

表
し
、
市
町
村
に
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

埼
玉
県
の
住
宅
総
数
は

約
二
九
四
万
戸
。
内
約
八

九
万
戸
（
約
三
〇
％
）
は

八
一
年
以
前
の
耐
震
性

書籍あっせん

木造住宅の耐震診断と補強方法
一般診断法による診断の実務

本書は、『木造住宅の耐震診断と補強

方法』の一般診断法を活用しやすくする

ため、手計算で行える「一般診断法によ

る診断表と診断の手引き」とコンピュー

タ・プログラム上にて容易に操作できる

「一般診断法による木造住宅の耐震診断

プログラム」および「一般診断法の考え

方と注意点」をまとめてあります。

付録として『耐震診断プログラムのCD-RO

M』がついています。

簡単な操作が大きな特徴となっており

ます。さらに、一般診断法による３階建

て住宅の診断も扱うことができます。

●頒布価格 ８，０００円（税込）

●体 裁 Ａ４版 １４９頁

※「木造住宅の耐震診断と補強方法 」購

入希望と書き、支部名・住所・氏名・電

話番号を記入してFAXで申し込んでくださ

い。代金と引き替えで、7月31日の講習日

にお渡しします

FAX 048-837-1989 橋本まで



富
士
見
市
で
認
知
症

姉
妹
リ
フ
ォ
ー
ム
被
害

事
件
が
起
こ
り
、
全
国

に
波
紋
を
ひ
ろ
げ
て
い

る
中
、
県
と
民
間
団
体

で
構
成
す
る
「
住
ま
い

づ
く
り
協
議
会
」
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
業

者
紹
介
を
行
い
ま
す
。

『
優
良
事
業
者
登
録
制

度
』
は
、
講
習
を
受
け

た
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
者

を
登
録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
住
所
や
電
話
番

号
、
代
表
者
名
な
ど
を

公
開
す
る
制
度
で
す
。

登
録
会
社
は
協
議
会

の
指
定
す
る
契
約
書
を

使
う
ほ
か
、
二
カ
月
に

一
度
程
度
、
技
術
講
習

や
契
約
な
ど
の
法
律
知

織
の
講
習
を
積
極
的
に

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
受
講
状
況
な
ど
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開

さ
れ
ま
す
。
登
録
料
は

年
間
一
万
二
〇
〇
〇
円

程
度
と
い
う
の
が
主
な

内
容
で
、
一
〇
月
を
め

ど
に
登
録
制
度
を
開
始

し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

官
民
一
体
で
リ
フ

ォ
ー
ム
を
推
進
？

｢

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推

進
委
員
会｣

は
埼
玉
県
や

住
宅
金
融
公
庫
な
ど
公

的
機
関
、
埼
玉
土
建
、

建
設
埼
玉
の
他
、
ア
キ
ュ

ラ
ホ
ー
ム
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
，

ポ
ラ
ス
、
大
和
ハ
ウ
ス
、

近
藤
建
設
リ
フ
ォ
ー
ム

部
な
ど
、
１
０
５
社
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

「
悪
徳
リ
フ
ォ
ー
ム
を

防
ぎ
、
リ
フ
ォ
ー
ム
業

界
の
信
頼
を
回
復
す
る
」

と
い
う
の
が
、
登
録
制

度
を
つ
く
る
根
拠
で
す

が
、
企
業
の
本
音
は
、

県
か
ら
優
良
リ
フ
ォ
ー

ム
業
者
の
お
墨
付
き
を

も
ら
い
、
営
業
の
武
器

に
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。

一
部
悪
徳
業
者
を
理
由

に
、
「
登
録
し

て
い
な
け
れ
ば

優
良
で
な
い
」

と
い
っ
た
誤
解

を
与
え
る
余
地

が
あ
り
ま
す
。

埼
玉
土
建
は
、

①
登
録
に
あ
た
っ

て
は
、
許
可
な

ど
の
資
格
要
件

を
課
さ
な
い
。

②
倫
理
憲
章
を

も
う
け
遵
守
の

誓
約
を
加
入
条

件
と
す
る
。
③

二
ヶ
月
に
一
度

の
研
修
会
は
小

規
模
業
者
に
と
っ

て
負
担
、
④
登
録
料
年

間
一
万
二
千
円
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
載
費
用

等
）
は
、
高
額
す
ぎ
る

な
ど
の
主
張
を
し
て
き

ま
し
た
。

し
た
。
悪
徳
リ
フ
ォ
ー

ム
業
者
へ
の
対
応
が
世

論
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
『
優
良
事
業
者

登
録
制
度
』
を
「
全
面

否
定
」
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、

参
加
企
業
の
思
惑
通
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
登
録
企

業
だ
け
が
優
良
業
者
と

県
民
が
勘
違
い
を
し
て

し
ま
う
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
『
優
良
事
業
者

登
録
制
度
』
は
、
一
〇

月
ス
タ
ー
ト
予
定
で
準

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

問
題
は
残
っ
て
い
ま

す
が
、
社
会
的
反
響
の

大
き
さ
を
考
え
て
、
希

望

す

る

仲

間

に

こ

の

「
登
録
」
へ
の

あ
っ
せ
ん
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

協
議
会
の
準

備
が
整
い
し
だ

い
、
支
部
を
通

じ
て
あ
っ
せ
ん

を
開
始
し
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
倫
理
憲
章

①
依
頼
主
の
期
待
に
応
え
、
住

み
心
地
や
資
産
価
値
が
最
大
と

な
る
よ
う
努
め
る
。
②
依
頼
主

が
適
切
な
選
択
と
判
断
が
で
き

る
よ
う
、
常
に
正
確
な
情
報
の

提
供
に
努
め
る
。
③
見
積
や
契

約
等
に
つ
い
て
誤
解
を
生
じ
な

い
よ
う
正
確
で
分
か
り
や
す
い

書
面
に
よ
り
、
適
正
な
業
務
遂

行
に
努
め
る
。
④
依
頼
主
に
と
っ

て
よ
き
相
談
者
と
な
り
、
ク
レ
ー

ム
等
に
対
し
て
誠
実
な
対
応
に

努
め
る
。
⑤
関
係
法
令
を
遵
守

し
、
さ
ら
に
高
い
品
性
と
モ
ラ

ル
の
保
持
に
努
め
る
。

⑥
住
ま
い
の
質
の
向
上
を
目
指

し
、
専
門
知
識
の
修
得
と
技
術
・

技
能
の
研
鑚
に
努
め
る
。
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技
能
検
定
に
向
け

さ
し
が
ね
教
室
を
開
催

技
能
検
定
へ
挑
戦
す
る
若
い
仲
間
が
増

え
て
い
ま
す
。
背
景
に
は
、
本
格
的
な
リ

フ
ォ
ー
ム
を
で
き
る
大
工
さ
ん
の
高
齢
化

が
す
す
む
中
で
、
地
場
企
業
も
大
手
住
宅

企
業
も
熟
練
し
た
技
術
・
技
能
を
持
つ
職

人
・
労
働
者
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

組
合
と
し
て
技
術
・
技
能
の
伝
承
、
後

継
者
育
成
の
観
点
か
ら
、
さ
し
が
ね
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
の
教
室
は
、
技
能

検
定
合
格
を
水
準
に
下
記
の
日
程
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

【日 程】

８月２３日・３０日

午後７時30分～午後１０時 （学科講習）

９月 ４日・１１日・１８日・２５日（日）

午前９時～午後５時 （実技講習）

１０月 ２日（日）

午前９時～午後５ 時 （試験・卒業式）

【会 場】 埼玉土建技術研修センター

【定 員】 ２０人

【受講料】 ３０、０００円

倫
理
憲
章
に
つ
い
て
は
、

主
張
が
受
け
入
れ
ら
れ
、

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
憲
章
」
の
遵
守
が

基
本
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
会
・
講
習

会
に
つ
い
て
は
、
リ
フ
ォ
ー

ム
推
進
員
会
の
講
習
ば

か
り
で
な
く
、
埼
玉
土

建
の
行
っ
た
講
習
に
つ

い
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
登
録
料
に
つ

い
て
も
団
体
割
引
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
り
ま

経営セミナー
建築基準法改正学習会
６月１日から、増改築時の規制緩和を

盛り込んだ改正建築基準法が施行されま

した｡特に､既存不的確への対応では､段階

的に最新の耐震・防火規定に合わせてい

くことが認められることから、これまで

費用がかかりすぎ、あきらめていた増改

築工事ができるようになりました。仕事

に生かせる学習会です。

【日時】７月２０日（水）

午後7時30分～9時30分

【会場】埼玉土建技術研修センター

リフォーム工事の前提は

お施主さんとの信頼関係




